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学会誌「色彩学」1 巻 2 号（2022 年 5 月号）をお届け
します．

まず，前号の公開が遅くなりましたことをお詫びい
たします．会誌電子化に際して学会誌電子データの納
品から学会 HP での公開までにも多くのステップが必
要となる（そして現状ではそれを会誌改革 WG，広報
委員会，事務局等で手探りでご負担いただいている）
ことが見えてきました．この課題含め，会誌電子化移
行後も「会誌改革」の案件はまだまだ続きそうです．
新学会誌の刊行を暖かく見守っていただきました読者
の皆さまに深く感謝を申し上げますとともに，引き続
き会誌改革へのご理解とご支援の程お願い申し上げます.

今号は第 53 回全国大会[名古屋]’22 のアブストラ
クトの掲載号になります．大会テーマは「カラー・レ
ジリエンス Our transition toward COLOR resilience」
ですが，企画や広報，運営設計の隅々に至るまでまさ
に「レジリエンス」というべき強い意志とエネルギー
が感じられ，日々期待が膨らみます．ぜひ HP で最新
の情報をご確認のうえ大会にご参加ください .

今号の解説特集は全国大会実行委員長でもある羽成
委員の編集による「日本の美しい色風景」です．相互
に関連する 3 件の解説記事によりわが国の色彩環境が
抱える課題とその解決に向けての取組みの紹介が丁寧
に，そして未来志向に論じられています．比較的小規
模な構成ながら極めて印象に残る特集ではないでしょ
うか．関係の皆様どうもありがとうございました．

この編集後記執筆時点で 5 月も中旬を過ぎました．
私は日中は照明・空調が一定の職場で過ごすことが多
いのですが，最近は健康のため（健康診断をクリアす
るため…）深夜にジョギングを始めたこともあり，最
高気温よりも最低気温の変化に注意が向くようにな
りました．とくにここ 1 ～ 2 ヶ月間はその変化がとて
も大きく，身体を慣らしていくのも一苦労でした．こ
こからまた一気に夏に向かっていきそうですね．学会
誌，次号は 8 月発行予定です．
� （木村　敦）
�
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